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　本年も、総務部を担当させていただくこ

とになりました。よろしくお願いいたしま

す。

　今年度事業は、桃源郷学習講座が４月か

ら始まっています。楽しくて、日々の生活に役に立つ講座が、

盛りだくさんです。コミュニティだよりも、年４回発行して

おり、学校や地域の様々な情報が載っています。９月には敬

老会、１０月に体育祭、１１月は桃源郷まつりが開催され、

各部門で楽しい催し物を企画しています。

　わが町がさらに住みよい町になるよう、各部会の方や地域

の方々と一緒になって、お手伝いをして行きたいと思います。

　生活環境部では、日常生活に密着した取
り組みをしていきます。

　活動内容は、次の事柄について年間計画

を立てて取り組みます。

① 玉ねぎとホウ酸で作るゴキブリ団子。

② 廃油と苛性ソーダで作るＥＭ廃油固形石鹸。

③ 自然浄化で環境に役立つ、米のとぎ汁ＥＭ発酵液づくりと活用体験。

④ 家庭菜園や花き栽培に好評のＥＭぼかし作り。

⑤ 地球温暖化防止の一歩となる「緑のカーテン」の栽培と普及。

⑥ 自治会単位で取組む一斉清掃。

⑦ 土器川「水辺の楽校」周辺の清掃。

⑧ 大束川・飯野山登山道の清掃。

⑨ 研修視察等。　

　特に今年は、ＥＭプリン石鹸の普及に取り組みます。
　ご希望の方は、どなたでも参加・体験できます。
　北コミュニティセンターまでご連絡下さい。
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　引き続き、保健福祉部会長を拝命いたしまし
た。よろしくお願いいたします。
　私が飯山町に暮らして、早３０年が経過いた
しました。住むにつれ、飯山の皆さんの優しさ
に触れて、ますますこの町の事が大好きになっ
ています。

　体育部を担当して７年が経過しましたが、　

引き続き体育部を担当することになりまし

た。マンネリ化することなく、積極的に新

たな企画を取り入れ進めてまいります。よ

ろしくお願い申し上げます。

　「 健康で笑顔で暮らせるまちづくり 」のお手伝いとして、

5 月２９日のチャレンジデー、9 月３０日に町外を基本とし

た街並み探訪ウオーク、１０月２６日には気軽に参加できる

住民体育祭（3 月にお配りした飯山北地区健康カレンダー 10 月の

写真を参照）来年３月２９日は町内での我が街再発見ウオーク

などを主行事に、参加した皆さんから楽しかったと言っても

らえるような行事の実施を心がけて提案してまいります。

　また、健康カレンダーの 5 月、7 月、12 月、1 月、2 月

に健康に関しての記載がありますので、ぜひ目を通して健康

づくりの参考にして下さい。
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　この素敵な町にお住まいの皆さんに、お願いがあります。
　もし、ご近所で郵便物が溜まっていたり、照明がつきっ
ぱなし（消えたまま）だったりと、気になる事があれば、
差し支えのない範囲でコミュニティへお知らせいただけな
いでしょうか。
　何卒、情報提供をお願いいたします。

　本年度も、文化部を担当させていただく

ことになりました。

　５月に、春の県外研修として柵原鉱山資

料館、閑谷学校他、備前の国を巡って参りました。

　今後は、１１月に県内文化財巡り、１２月には好評の寄せ

植え教室、さらに桃源郷学習講座では、鶴岡慧・大林淺吉・

宮本義行・真鍋昌弘と多彩な講師陣による講演を予定してい

ます。

　多数の皆さまのご参加をお待ちしております。

総務部文化部

生活環境部

青少年健全育成部 自主防災部

体育部
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　本年度はじめて、青少年健全育成部の
お世話をさせていただくことになりまし
た。どうぞよろしくお願いいたします。
　青少年健全育成部では、以下の取り組
みを予定しております。
① 北小学校・飯山中学校あいさつ運動

② 保育所・子育て支援センター・こども園等のイベント協力

③ 青色防犯パトロール

④ “わんぱく楽校”の支援

⑤ 学校支援ボランティア（北小伝承遊び教室等含む）

⑥ “地域で共育”事業

⑦ “遊々の森”事業

⑧ 子どもの居場所づくり事業　等です。
　子どもたちが心身ともに健やかに成長することを願って、
安全・安心に遊び、登下校できる地域になるように大勢の
目で見守っていきたいと思います。明るい子どもたちの声
があふれる町になるようご協力をお願いします。

　日頃、北コミュニティ地区市民の皆さま
におかれましては、地域防災訓練などへの
積極的なご参加ありがとうございます。
　今年度も自主防災部を担当することにな
りました。どうぞよろしくお願いします。
　時代は平成から令和となり、新たなスタートとなります。
平成の時代は雲仙普賢岳の噴火、阪神淡路大震災、東日本大
震災、熊本地震、西日本豪雨他多くの災害にみまわれました。
　私たちに、これから起こりうる災害を防ぐことはできませ
ん。過去に起きた大災害を振り返り、被災者の意見や体験に
耳を傾けて、いつ発生するかわからない災害に備えておくこ
とが重要です。
　当地区においても、一人暮らしの高齢者がますます増えて
きます。まずは「自助」で自分の身を守る、次に「共助」で
近所の方と助け合うことで地域の被害を減らす事ができます。
　自主防災部会においても自分の命と私たちの町を守るため、
更なる成長を目指してたゆみなく活動していきますので、引
き続き皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。


